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万⼀の事故発⽣に備えた資機材の配備と訓練

核燃料・バックエンド研究開発部⾨
大型核燃料施設の廃止措置の実証・体系化

施設の安全性向上に向けた取組（安全対策⼯事）
安全対策の進め⽅ 津波対策

 設計地震動(最⼤952 gal)及
び設計津波(T.P.約+14 m)が
襲来し，既存の給電設備や給
⽔設備が使⽤不能となった場合
でも，⾼放射性廃液の蒸発乾
固を防⽌するため，HAW及び
TVFの事故対処設備を整備する。

 事故対処に使⽤するエンジン付き
ポンプ，組⽴⽔槽等の崩壊熱除
去を⾏う可搬型設備は，HAW
及びTVFの建家内に保管する。

 移動式発電機等の⼤型の事故
対処設備については，設計津波
により機能が損なわれるおそれの
ない⾼台に分散配備する。

 ⾼放射性廃液に伴うリスクが集中する⾼放射性廃液貯蔵
場(HAW)とガラス固化技術開発施設(TVF)について最優
先で安全対策を進める。

地震対策

⾼放射性廃液を取り扱うHAWとTVFで重要な安全機能
（閉じ込め機能及び崩壊熱除去機能）を担う設備につい
て，設計地震動に対して耐震性を確保する。

⾼放射性廃液を取り扱うHAWとTVFで重要な安全機能を
担う設備の機能が損なわれないように，設計津波に対して
建家内を浸⽔させないよう対策を⾏う。

放射性廃棄物のリスク早期低減に向けた取組

廃⽌措置のスケジュール近年の活動施設の位置

⾼放射性廃液のガラス固化 低放射性廃液のセメント固化⾼放射性固体廃棄物の取出し／再貯蔵
 廃⽌措置段階において周辺公衆への影響が最も⼤きい

事故は， 『⾼放射性廃液の蒸発乾固』のみに限定され
る。ガラス固化を進めることにより，蒸発乾固のリスクを低
減する。

⽔中に無秩序に貯蔵されている⾼放射性固体廃棄物の
貯蔵状態を改善するため，⽔中ROV（⽔中作業⽤⼩
型ロボット）等による遠隔取出装置の適⽤性を確認する。

再処理に伴い発⽣した低放射性濃縮廃液等を処分可能なセメ
ント固化体にするため，環境規制を踏まえた廃液中の硝酸根を
分解するプロセスを実証し，安定運転の確実性を⾼める。

高放射性固体廃棄物貯蔵庫
（HASWS）プール内のハル缶

ハル缶ランダム配置を模擬した水中ROVによるワイヤの切断試験状況
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高放射性固体廃棄物（ハル缶）の貯蔵状態 水中ROV
（切断治具，把持治具装備）

蒸発缶
(LWTF内部)

放射線(ガンマ線)の照射による
セメント固化体からのガス発⽣量の確認試験

(QST⾼崎量⼦応⽤研究所にて実施)

照射サンプル

Co-60 線源

ガラス瓶 金属容器

低放射性廃棄物処理技術開発施設
(LWTF)の外観 核種分離工程(LWTF内部)

硝酸根分解試験装置
(1/25スケール)

セメント混練試験装置
（1/1スケール）

第二付属排気筒の耐震補強

ガラス固化技術開発施設側

排気ダクト接続架台の耐震補強
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補強プレートの追加

②流下開始前︓流下ノズル先端より冷え
たガラスが抜き出されている状況

④流下中︓安定した流速でのガラス流
下の状況
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③流下開始時︓流下ノズル先端が加
熱されガラスが流れ出した状況

①流下開始前︓流下ノズル先端を冷
えたガラスで栓をしている状況

流下監視カメラによる流下の状況
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移動式発電機からの給電操作
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端子接続，絶縁抵抗測定
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槽類オフガス

セル換気

高放射性廃液貯槽等

ドリップトレイ

閉じ込め機能の維持・回復
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ポンプ
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高放射性廃液貯槽等

冷却器

放熱

高放射性廃液

最終ヒートシンク（大気）

熱の輸送

熱の輸送

崩壊熱除去機能の維持・回復

高放射性廃液の沸騰・
蒸発乾固を防止するた
め崩壊熱除去機能を維
持・回復

ホイールローダによるがれき撤去（夜間）

消防ポンプ車の展開

自然水利からの取水

不整地運搬車による燃料運搬

その他の訓練

津波漂流物となり得る水素タンクの撤去

約10年後 約20年後 約30年後 約40年後 約50年後 約60年後 約70年後2018年

ガラス固化処理

主要施設の廃止

ガラス固化施設の廃止

低レベル廃棄物処理（焼却/セメント固化）

施設整備

低レベル廃棄物関連施設の廃止

主要施設の管理区域解除

全施設の管理区域解除

： 廃止する施設

： ガラス固化処理施設

： 廃棄物関連施設

： 管理区域を解除した施設

利活用/解体へ

高放射性廃液の処理等
のリスク低減の取組み

主要施設の廃止 廃棄物処理・廃棄物貯蔵施設の廃止

ガラス固化施設の管理区域解除

ガラス固化完了

廃棄物処理完了

廃棄体化処理（廃棄物管理事業を想定）
施設整備

廃棄物

処分へ

廃棄体化のための

現在

撤去前 撤去後

東海再処理施設は，原⼦⼒規制委員会から廃⽌措置計画の認可を受け，2018年6⽉に廃⽌措置段階に移⾏した。施設の廃⽌で
は，⾼放射性廃液のガラス固化によるリスクの早期低減を当⾯の最優先の課題とし，施設の安全性向上対策等に取り組んでいる。

欧⽶でいくつかの先⾏例があるものの，国内初となる⼤型核燃料施設の廃⽌措置であり，半世紀を超える⻑⼤なプロジェクトとなるため，
地元や国⺠の皆様のご理解を得つつ，安全確保を最優先に，適切なプロジェクトマネジメントの下で，着実に廃⽌措置の実証を進める。

廃⽌措置を通じた技術開発では，最先端技術を取り⼊れながら，迅速かつ効率的な施設の除染・解体等の実証試験や⼈材育成の
フィールドとして廃⽌施設を活⽤していくとともに、六ヶ所再処理施設の保守管理や廃⽌措置コストの削減，福島第⼀原⼦⼒発電所の
廃炉等に貢献するための廃⽌措置技術の体系構築を⽬指す。

（150,000 m2）
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⾳声ガイド
東海再処理施設の設計・解析・
運転・保守・トラブル対応で培っ
た知識と経験に基づき、明確な
⽬標とプロセスを⽰し，安全確
保を第⼀に，施設の廃⽌を着実
に進めるとともに、廃⽌措置技術
の確⽴を達成します。
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